
（別紙４）

○事業所名 こどもセンターゆいまわる

○保護者評価実施期間 2026年　1月　14日 ～ 20266年　2月　25日
○保護者評価有効回答数 （対象者数） 76 32
○従業者評価実施期間 2026年3月6日 ～ 2026年3月21日
○従業者評価有効回答数 （対象者数） 9

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

（回答者数）

（回答者数）

子どもの特性や背景を丁寧に捉えた支援 子どもを「人・環境・作業」の視点から多面的に捉
え、一人ひとりの特性や背景、生活全体を踏まえて
支援を行っている。健康・生活、運動・感覚、認
知・行動、言語・コミュニケーション、人間関係・
社会性の5領域を意識しながら、個々に応じた支援内
容を組み立てている。

今後も専門職の視点を活かした見立ての質を高め、子
どもの育ちや強みをより丁寧に支援へつなげていく。

保護者や関係機関と一緒に考える連携力 家庭・園・学校・相談員・併用事業所などと情報共
有や相談援助を行いながら、支援の方向性を揃える
ことを大切にしている。法人理念でも、家庭・学
校・地域を「届けたい教育」でつなぐことを掲げて
おり、子どもを真ん中にした連携を意識している。

関係機関との会議や情報共有の場をさらに充実させ、
より一体感のある支援体制づくりを進めていく。

専門性を活かした幅広い支援プログラム 作業療法士、理学療法士、言語聴覚士、保育士がそ
れぞれの専門性を活かしながら連携し、運動遊び、
感覚遊び、構造化、視覚支援、SST、地域活動、お
買い物体験、クッキング体験など、多様な活動を通
して、子どもの発達や興味関心に合わせた支援を
行っている。また、職員の質の向上に向けて、キャ
リアアップ研修や専門研修、内部研修を実施してい
る。

多職種での連携をすすめ、研修や実践の振り返りを継
続しながら、支援の専門性と実践力をさらに高めてい
く。

バリアフリーや医療的ケアを必要とする利用児への
受け入れ体制に限りがあること
（車椅子利用や呼吸機器など、個別の配慮や設備が
必要なケースに対して、現時点で十分な受け入れ環
境が整っていない部分がある。）

施設設備や環境面に構造上の制約がある。
（建物や設備の条件上、完全なバリアフリー対応や
医療的ケアに十分対応できる備品整備には限りがあ
り、受け入れ体制に制約が生じている。）

児童発達支援センターとしての機能重要性に鑑み、受
け入れ体制の現状整理と今後の環境整備を進める
（バリアフリーや医療的ケア児の受け入れについて、
現状で対応できること・難しいことを整理し、必要に
応じて設備面や備品、連携体制の見直しを検討してい
く。）

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること



保護者等向け 児童発達支援評価表

公表日： 2026年3月25日

事業所名： 児童発達支援　こどもセンターゆいまわる 対象人数（保護者）76人　回答者数 32人　回収 42.1%

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境・
体
制
整
備

①

こどもの活動等のス
ペースが十分に確保
されていると思いま
すか。

31 1

②
職員の配置数は適
切であると思います
か。

30 2

③

生活空間は、こども
にわかりやすく構造
化された環境になっ
ていると思いますか。
また、事業所の設備
等は、障害特性に応
じて、バリアフリー化
や情報伝達等への
配慮が適切になされ
ていると思いますか。

29 1 2

④

生活空間は、清潔で、
心地よく過ごせる環
境になっていると思
いますか。また、こど
も達の活動に合わせ
た空間となっている
と思いますか。

30 1 1

フロアクッションは安全の為、設置してあ
るのだと思いますが隙間に埃があったり
大きなクッションは
汚れや劣化が目立つのはとても気にな
ります。

ご指摘を受け、フロアクッションの隙間清
掃や備品の点検頻度を見直しました。
劣化が見られるものは順次交換し、引き
続き清潔で安全な環境づくりを徹底して
まいります。



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

適
切
な
支
援
の
提
供

⑤

こどものことを十分に
理解し、こどもの特性
等に応じた専門性の
ある支援が受けられ
ていると思いますか。

30 1 1

⑥

事業所が公表してい
る支援プログラムは、
事業所の提供する支
援内容と合っている
と思いますか。

28 2 2

⑦

こどものことを十分
理解し、こどもと保護
者のニーズや課題が
客観的に分析された
上で、児童発達支援
計画（個別支援計画）
が作成されていると
思いますか。

30 1 1

⑧

児童発達支援計画
には、児童発達支援
ガイドラインの「児童
発達支援の提供す
べき支援」の「本人
支援」、「家族支援」、
「移行支援 」で示す
支援内容からこども
の支援に必要な項
目が適切に設定され、
その上で、具体的な
支援内容が設定され
ていると思いますか。

28 1 3

⑨

児童発達支援計画
に沿った支援が行わ
れていると思います
か。

28 2 2

⑩

事業所の活動プログ
ラムが固定化されな
いよう工夫されてい
ると思いますか。

29 3

⑪

保育所や認定こども
園、幼稚園等との交
流や、その他地域で
他のこどもと活動す
る機会がありますか。

10 2 1 19

近隣の保育園児を療育ルームに招き、
遊びの機会を提供しています。また、ハ
ロウィン等の行事での交流や、定期的な
開放日を通して地域の方との交流も行っ
ています。
今後も地域とのつながりを大切にしてま
いります。



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

保
護
者
へ
の
説
明
等

⑫

事業所を利用する際
に、運営規程、支援
プログラム、利用者
負担等について丁寧
な説明がありました
か。

30 1 1

⑬

「児童発達支援計画」
を示しながら、支援
内容の説明がなされ
ましたか。

29 2 1

⑭

事業所では、家族に
対して家族支援プロ
グラム(ペアレント・ト
レーニング等)や家族
等も参加できる研修
会や情報提供の機
会等が行われていま
すか。

26 1 2 3

⑮

日頃からこどもの状
況を保護者と伝え合
い、こどもの健康や発
達の状況について共
通理解ができている
と思いますか。

29 2 1 毎回丁寧に説明してくれて、嬉しいです。

温かいお言葉をありがとうございます。
今後も日々の様子を丁寧に共有し、ご家
庭と共通理解を深めながら支援を行っ
てまいります。

⑯

定期的に、面談や子
育てに関する助言等
の支援が行われてい
ますか。

29 2 1

⑰
事業所の職員から共
感的に支援をされて
いると思いますか。

30 1 1

⑱

父母の会の活動の
支援や、保護者会等
の開催等により、保
護者同士の交流の
機会が設けられるな
ど、家族への支援が
されているか。また、
きょうだい向けのイベ
ントの開催等により、
きょうだい同士の交
流の機会が設けられ
るなど、きょうだいへ
の支援がされていま
すか。

21 4 1 6

保護者同士やきょうだいの交流機会に
ついて、現状の取り組みが十分に周知さ
れていない可能性があるため、今後は
開催予定や内容について分かりやすく
お知らせしてまいります。
また、保護者会や交流イベントの実施に
ついてもニーズを踏まえながら企画し、
保護者同士が安心してつながれる機会
や、きょうだい児も参加できる場づくりを
検討してまいります。

⑲

こどもや家族からの
相談や申入れについ
て、対応の体制が整
備されているとともに、
こどもや保護者に対
してそのような場が
あることについて周
知・説明され、相談や
申入れをした際に迅
速かつ適切に対応さ
れていますか。

26 2 4

⑳

こどもや保護者との
意思の疎通や情報
伝達のための配慮
がなされていると思
いますか。

27 3 2

㉑

定期的に通信やホー
ムページ・SNS等で、
活動概要や行事予
定、連絡体制等の情
報や業務に関する自
己評価の結果をこど
もや保護者に対して
発信されていますか。

29 1 2

㉒
個人情報の取扱い
に十分に留意されて
いると思いますか。

30 2



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

非
常
時
等
の
対
応

㉓

事業所では、事故防
止マニュアル、緊急
時対応マニュアル、
防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル
等が策定され、保護
者に周知・説明され
ていますか。また、発
生を想定した訓練が
実施されていますか。

17 1 14

事故防止や緊急時対応等の各種マニュ
アルについては整備しておりますが、保
護者の皆様への周知が十分でない点を
踏まえ、今後は資料配布や掲示、説明の
機会を設けるなど、分かりやすい情報提
供に努めてまいります。
また、訓練の実施状況についても具体
的にお知らせし、安心してご利用いただ
ける体制づくりを強化してまいります。

㉔

事業所では、非常災
害の発生に備え、定
期的に避難、救出そ
の他必要な訓練が
行われていますか。

11 1 20

非常災害に備え、職員研修を実施すると
ともに、利用者と一緒に定期的な避難
訓練を行っています。
今後は訓練の実施状況についても、より
分かりやすくお知らせし、安心につなが
る情報発信に努めてまいります。

㉕

事業所より、こどもの
安全を確保するため
の計画について周知
される等、安全の確
保が十分に行われた
上で支援が行われて
いると思いますか。

24 1 7

㉖

事故等（怪我等を含
む。）が発生した際に、
事業所から速やかな
連絡や事故が発生し
た際の状況等につい
て説明がされている
と思いますか。

21 1 10

事故発生時には速やかな連絡と状況説
明を行っておりますが、保護者の皆様に
十分に伝わっていない可能性があるた
め、今後は連絡方法や説明内容の統一
を図り、より丁寧で分かりやすい対応を
徹底してまいります。
また、再発防止策についても併せて共有
し、安心につながる情報提供を行ってま
いります。

満
足
度

㉗
こどもは安心感をもっ
て通所していますか。 31 1

㉘
こどもは通所を楽し
みにしていますか。 29 1 2 毎週とても楽しみにしています。

嬉しいお言葉をありがとうございます。
これからも「楽しい」「行きたい」と思える
場であり続けられるよう努めてまいりま
す。

㉙
事業所の支援に満
足していますか。 31 1

毎回楽しく利用させてもらっています。療
育日には、「ゆいまわるいきまーす」と嬉
しそうです。いつもありがとうございます。

励みになるお言葉をありがとうございま
す。
安心と成長を大切にし、今後も質の高い
支援を継続してまいります。



公表：令和　8年　　3月　　6日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

事業所名　　　　　　　　　　こどもセンターゆいまわる　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 分からない 工夫している点・課題
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

環
境
・
体
制
整
備

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切である

9

職員の配置数は適切である 9

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっている。また、障害の特性に応じ、
事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝
達等への配慮が適切になされている

9
個々に応じて環境を変え
るようにしています

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた
空間となっている

9
ジャンボマットの交換を進
めている。

業
務
改
善

業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している

9

保護者等向け評価表により、保護者等に対し
て事業所の評価を実施するとともに、保護者等
の意向等を把握し、業務改善につなげている

9

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価
表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行
うとともに、その結果による支援の質の評価及
び改善の内容を、事業所の会報やホームペー
ジ等で公開している

9

第三者による外部評価を行い、評価結果を業
務改善につなげている

7 1 1 把握出来ていません

職員の資質の向上を行うために、研修の機会
を確保している

9

適
切
な
支
援
の
提
供

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童
発達支援計画を作成している

8 １

・アセスメントの質の向上
については現場で検討
中。常に質の向上を検討
するからこその動きである
向上を検討するからこそ
の動きである。
・作成したことがありませ
ん。

子どもの適応行動の状況を図るために、標準
化されたアセスメントツールを使用している

9

生活の質を軸にしている
ため「標準化」したアセス
メントにしたアセスメントに
抵抗はあったが、クライエ
ントのエンパワメントに支
障をきたさないきたさない
「標準化されたアセスメン
トツール」のしようも検討し
ているところのようです。

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド
ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族
支援」、「地域支援」で示す支援内容から子ども
の支援に必要な項目が適切に選択され、その
上で、具体的な支援内容が設定されている

9

かなり具体的に計画には
目標が示されており、関
わりのポイントと具体的な
作戦も具体的な作戦も示
されるようになった。現状
の支援計画はかなり質が
高くなっている。

児童発達支援計画に沿った支援が行われてい
る

9

活動プログラムの立案をチームで行っている 9

・常に療育チームで話し合
う事は習慣となっている。
今後は、部署を超えて「訪
問」と「療育」のチームで
のさらなるケーススタディ
を期待できる状態である
・必要な場合は他スタッフ
にきいて立案している

第三者評価制度についての情報収集を行い、外部評
価の実施方法や活用方法を事業所内で共有する。必
要に応じて外部評価の導入を検討し、支援の質向上に
つなげていく。

アセスメントの目的や手順について研修やケーススタ
ディを通して理解を深め、職員全体で質の高いアセス
メントが行える体制を整える。また、経験の少ない職員
も作成に関わる機会を設け、チームでアセスメント力の
向上を図る。

様々な評価表を試しながら事業所にあった評価表を検
討する。

療育チーム内での情報共有を継続しながら、訪問支援
チームとのケーススタディや事例検討を定期的に行
い、多角的な視点から支援内容の質向上を図る。



公表：令和　8年　　3月　　6日 事業所名　　　　　　　　　　こどもセンターゆいまわる　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 分からない 工夫している点・課題
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

活動プログラムが固定化しないよう工夫してい
る

9
毎回少し変化はつけてい
るが、保護者が感じる変
化かはわからない

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し
ている

9

私自身はまだ作成してい
ないですが、計画を作成し
ている方々はしていると計
画書を見ると感じます

15

16



公表：令和　8年　　3月　　6日 事業所名　　　　　　　　　　こどもセンターゆいまわる　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 分からない 工夫している点・課題
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われる支援の内容や役割分担について
確認している

9

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有している

9

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、
支援の検証・改善につなげている

9

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計
画の見直しの必要性を判断している

9
私自身はまだ行った経験
がありません

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

障害児相談支援事業所のサービス担当者会
議にその子どもの状況に精通した最もふさわし
い者が参画している

9

日頃からSVロールが全体
を把握し、コミュニケーショ
ンを行えているコミュニ
ケーションを行えている。

母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や
関係機関と連携した支援を行っている

9

保護者との連携も毎回
行っている。より子育てな
どテーマに対する支援を
深めるために、センターで
は定期的にテーマを作っ
ての保護者勉強会も行っ
ている。

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っている

9

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制
を整えている

9

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っている

9

・訪問によって必ず生活の
場である保育園を分析し
分析し、連携を行ってい
る。
・ニーズに合わせて対応し
ている。積極的なチーム
会議への参加を行ってい
る。

移行支援として、小学校や特別支援学校（小
学部）との間で、支援内容等の情報共有と相
互理解を図っている

9

・年長になると小学校へ
の進学を意識した支援を
行い、準備を行っている。
・必要に応じて行っている

他の児童発達支援センターや児童発達支援事
業所、発達障害者支援センター等の専門機関
と連携し、助言や研修を受けている

8
専門機関との連携や研修機会を積極的に活用し、
事例検討や情報共有を通して支援の質向上と職
員の専門性向上を図る。

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障害のない子どもと活動する機会がある

8
これからも機会を増やして
いきたい

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど
も・子育て会議等へ積極的に参加している

8
これから体験会やイベント
を通して参加していきたい

地域の子ども支援に関する会議や体験会、イベント
等に積極的に参加し、地域ネットワークの構築と情
報共有を進めていく。

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っている

8

自身の伸び代は感じてい
ますが、現段階の力量で
意識して話せるようにして
いる

日々の療育の様子や子どもの成長、課題について
丁寧に伝える機会を増やし、保護者と共に発達理
解を深める関係づくりを継続していく。

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27 １

28 1

29 1

30 1

地域の保育所や幼稚園等との交流機会を意識的に計
画し、子ども同士の自然な関わりが生まれる活動やイ
ベントを検討・実施していく。



公表：令和　8年　　3月　　6日 事業所名　　　　　　　　　　こどもセンターゆいまわる　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 分からない 工夫している点・課題
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護
者に対して家族支援プログラム（ペアレント･ト
レーニング等）の支援を行っている

8
私自身は支援をしていま
せん

ペアレントプログラムや家族支援に関する研修へ
の参加や事例共有を通して職員の理解を深め、必
要に応じて保護者向けの支援プログラムの実施を
検討する。

運営規程、利用者負担等について丁寧な説明
を行っている

9
これから説明できるよう知
識を深めたい

運営規程や利用者負担等の制度について職員間
で共有し、説明マニュアル等を整備することで、誰
でも適切に説明できる体制を整える。

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、こ
れに基づき作成された「児童発達支援計画」を
示しながら支援内容の説明を行い、保護者から
児童発達支援計画の同意を得ている

8 まだ説明をした事がない

職員が児童発達支援計画の作成やモニタリングの
プロセスに段階的に関われるよう、研修やOJTを通
して経験を積む機会を確保し、支援計画作成の理
解と実践力の向上を図る。

31 １

32

33 1



公表：令和　8年　　3月　　6日 事業所名　　　　　　　　　　こどもセンターゆいまわる　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 分からない 工夫している点・課題
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対
する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を
行っている

9 まだ説明をした事がない

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を
開催する等により、保護者同士の連携を支援し
ている

9

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子どもや
保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応している

8
新規の相談にたいして
は、迅速に対応するよう期
限を設けている。

保護者からの相談に対して適切に対応できるよう、
ケース検討やスーパーバイザーを通して相談支援
のスキルを高める。

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対
して発信している

9

SNSでの発信が中心であ
り今後は、利用者への個
別の発行の必要性を検討
してもいいかもしれない。

個人情報の取扱いに十分注意している 9

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしている

9

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っている

9

非
常
時
等
の
対
応

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者
に周知するとともに、発生を想定した訓練を実
施している

9

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練を行っている

9

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等の
こどもの状況を確認している

9

食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされている

9

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
している

8

実施して入るが、共有後
の対策をまとめることをし
ていない。今後検討が必
要。

ヒヤリハット事例の共有だけでなく、原因分析と再
発防止策を記録・共有する仕組みを整え、安全管
理の強化を図る。

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保
する等、適切な対応をしている

9

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発
達支援計画に記載している

8
身体拘束の適正化に関する研修や事例検討を継
続し、職員の理解を深めるとともに、保護者への説
明と合意形成を丁寧に行う。

34

35

36 1

37

38

39

40

41

42

43

44

45 1

46

47 １

特にここ1年間はこの
取り組みに力を入れて
おり、保護者からも好
評である。

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。


